
本年度の重点目標

■　学習内容の定着 ■　基本的な生活習慣の育成 ■　食育の充実・深化

学力向上の推進 心を耕す教育の推進 健康安全教育の推進知 徳 体

１ 本校の学力の実態分析 
（１）平成 22 年度 1 月実施「CRT(目標準拠学力調査)」の正答率から   

学校全体としては、国語は、全国比が 21 年度 96．7 から 22 年度 97．1 と 0．4 ポイント伸びている。算数は、

全国比が 21 年度 99.1 から 22 年度 101．8 と 2.7 ポイント伸びている。また、平成 22 年度の全国比は、国語では、

2・5・6 年が 100 以上で他学年も 88 以上、算数は 4・5・6 年が 100 以上で他学年も 96 以上である。 
（２）平成 23 年度 4 月実施「県学習状況調査」の正答率から 

6 年生は、国語（１．７ポイント）、算数（２．６ポイント）社会（２．７ポイント）、理科（８．０ポイント）の

全教科、県平均を上回っている。5 年生は、算数（２．１ポイント）、理科（５．２ポイント）は県平均を上回って

いるが、国語（３．０ポイント）、社会（１．７ポイント）は、県平均を下回っている。 

２ 学力向上対策の方針 
（１）本校学校経営の重点目標である「学力向上の推進」「心を耕す教育の推進」「健康安全教育の推進」を基盤とし、

国語科・算数科を中心に学力向上に取り組む。 
（２）学力向上推進委員会及び校内研究の推進により、全校的に学力向上に取り組み、各種学力テストにおいて、どの

教科も全国及び県平均の正答率より下回らないようにする。 

■　学習内容の定着 ■　基本的な生活習慣の育成 ■　食育の充実・深化

　○　「分かる授業」の実践 　○　食育推進事業の継続・深化
　○　基礎・基本を定着させる 　　・　系統性をもった指導
　　　手だての工夫 　○　姿勢教育の徹底 　　・　給食指導の充実
　　・　校内研究の充実 　○　敬語・言葉遣いに 　　・　家庭・地域との連携
　　・　基礎学力テストの活用 　　　ついての指導の徹底 　　　　　「おにぎり給食」の実施
　　・　漢字検定の取組 　○　「あいさつ名人になろう」の推進 　　　　　「早寝・早起き・朝ごはん」
　　・　問題データーベース 　○　各月生活目標の徹底 　　　　　　の推奨
　　　　の活用

■　よさを認め合える学級づくりの推進
■　学習規律の確立 　○　Ｑ－Ｕテストの効果的な活用 ■　健康教育の充実
　○　姿勢教育の徹底 　○　定期的な生活アンケートの実施 　○　健康を自ら「つくり、守り、
　○　敬語・言葉遣いに 　　　（いじめの実態把握と適切な対応） 　　　高める」指導の充実
　　　ついての指導の徹底 　○　衛生指導の徹底
　○　「聞き方名人になろう」の推進 　　・　手洗い、歯磨きなどの
　○　「話し方名人になろう」の推進 　　　　基本的な生活習慣の育成

■　生活協議会・特別支援委員会 　○　フッ素洗口の推進
■　学習習慣の確立 　　の充実
　○　「家庭学習のすすめ」の活用 　○　情報の共有と対応の共通理解
　○　学年に応じた家庭学習の設定 　○　全職員の積極的な関わり
　○　「家読」の奨励
　○　ノーテレビ、ノーゲームデー
　　　の推奨

■　危機管理体制の確立
■　朝の時間の効果的な活用 　○　交通安全指導の徹底
　○　読書タイムの充実 　○　不審者対策、誘拐防止の徹底
　○　読み聞かせ（金曜日）の実施 　○　危機管理マニュアルの活用
　○　算数タイムの充実 　　　（対応についての共通理解の推進）

当たり前のことが
当たり前にできるように

学力向上に積極的に取り

組みます

共通理解に基づいて

指導を徹底します 安全・安心な学校作りに

凡事徹底

● 幼保小中連携の推進

● 地域・保護者連携の推進● 地域・保護者連携の推進
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鏡山小学校　学力向上推進構想図

学力向上の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学力向上推進委員会　※主幹
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